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発行：（株）マネジメントシステム評価センター

働安全衛生マネジメントシステムの国際規格とし
て ISO 45001 は、現在、関係各国で最終規格案

（FDIS）の翻訳・審議が進められ、2018 年 1 月末に投
票が行われます。順調に進めば、3 月頃に国際規格
（IS）として発行、さらに国内でのパブリックコメント募
集を経て 4 カ月後の 7 月頃には JIS 化される予定です。
ISO 45001 が発行された場合、OHSAS 18001 は廃止さ
れます。OHSAS 18001 から ISO 45001 への移行期間は
3 年間の予定です。株式会社マネジメントシステム評価
センター（以下、「MSA」という。）では皆様に最新の

情報をお伝えするため、MSA セミナーとして 2 月から全
国 11 カ所で ISO 45001 の規格説明会を開催します。説
明会では、FDIS 版を基に、規格の発行経緯、用語及び
要求事項等の概説を行う予定です。皆様のご参加をお
待ちしています。
（詳しい日程は裏面をご覧ください。MSAホームページでもご案内しています。）

ISO 45001の動向

労

セットマネジメントの規格である ISO 55000 シ
リーズは、2017 年 8月に JIS 化されました。この

うち「アセットマネジメントシステムの要求事項」は JIS 
Q 55001:2017です。
MSA では、2016 年度からアセットマネジメントシステ
ムの認証審査を行い、これまでに 12 社の組織様が認
証を取得されています。（2017 年 12月末現在、右表）
なお、現在、MSA では公益財団法人 日本適合性認定
協会（JAB）の認定審査を受けています。

ISO 55001の認証取得組織は12社に

ア

SAでは、この度、情報マネジメントシステム認定
センター（ISMS-AC）から ISMS クラウドセキュリ

ティ認証（JIP-ISMS517：ISO/IEC 27017）の審査機関と
して認定を受けました。
現在までに、有限会社オフィスタグ様、北陸コンピュー
タ・サービス株式会社様への認証実績がありますが、
ISMS-AC 認定を契機に、より積極的に認証活動を展開
する所存です。
クラウドサービス市場は管理面やコスト面での優位性か
ら飛躍的に拡大し、MSA の組織様にも多くの活用事例
があります。
「クラウド」とは「雲」のことで、その名の通り、利用
者は雲の先に存在するものを意識せず、ネットワークに
接続するだけで大規模なサーバ容量、様々な業務シス

テムを利用しています。
では、利用者（カスタマ）は雲の先にある自分のデータ
やシステム資源の管理について、事業者（プロバイダ）
との間で責任を明確にし、認識の差異なく運営が行われ
ているでしょうか？
ISO/IEC 27001 情報セキュリティマネジメントシステムの
アドオン（上乗せ）規格として位置付けられた ISMS ク
ラウドセキュリティ認証の本質は、いわゆる「責任分界」
の適切性を認証するという事です。
今後は利用者 / 事業者の別を問わず、クラウドの利用に
関するルールを明確にするニーズが高まってくると考え
られます。導入を検討されている組織様からのお問い合
わせをお待ちしております。

ISMSクラウドセキュリティ審査機関として認定

M

2017年 10 月下旬 FDIS（最終規格案）を各国に回付済
 11 月下旬 FDIS 承認に対して投票開始
2018 年 1 月下旬 投票
 3 月頃 国際規格 ISO 45001 の発行予定
 7 月頃 日本工業規格 JIS として発行予定

認証番号 組織名 (※)

　   1 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ
　   2 株式会社 中央設計技術研究所
　   3 クモノスコーポレーション株式会社
　   4 株式会社 長大
　   5 八千代エンジニヤリング株式会社
　   6 株式会社 復建技術コンサルタント
　   7 株式会社 柿本商会
　   8 国際航業株式会社
　   9 日本工営株式会社
　 10 クボタ環境サービス株式会社
　 11 オリジナル設計株式会社
　 12 玉野総合コンサルタント株式会社
※認証範囲の詳細についてはMSAにお問い合わせください。
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017 年 12 月末の時点で、約 8 割の組織様が移行
審査を完了されました。

移行期限は 2018 年 9 月 14 日ですが、余裕をもって、
2018 年 6 月迄に移行審査を受審していただくことをお
勧めしています。なお移行審査は基本的に定期審査
（サーベイランス／再認証審査）に合わせて、実施させ
ていただいていますが、移行のみの単独審査等も行っ

ています。
なお、どの審査機関でも 2018 年 3 月 15 日からは、旧
規格での審査を行うことはできませんのでご注意くださ
い。 

ISO 9001/14001改正規格への移行はあと半年！
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017 年 11月25日に国土交通省から、「ISO 9001
活用モデル工事（以下、「モデル工事」という。）

の試行について」の文書が全国 8つの地方整備局など
に通知されました。
本モデル工事を試行する目的は、「公共工事の更なる
品質向上」と「（発注者の）監督業務の効率化」の 2
つです。そのポイントは以下の通りです。
第一に、対象工事は一般土木工事です。
第二に、監査の実施主体は、受注者の ISO 9001を認

証している審査機関が行います。
第三に、このモデル工事では、通常行われている発注
者による臨場などの段階確認や中間技術検査を省略す
ることができます。このため、受注者にとっても業務の
効率化につながる可能性があります。
MSAとしても、本モデル工事の実施に協力し、公共工
事の更なる品質向上と監督業務の効率化に向けて、そ
の一翼を担えるよう研鑽してまいります。

「ISO 9001活用モデル工事の試行」について
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Tel:03-3456-6370  Email:ikou@msac.co.jp
【規格改正と移行審査の関するお問い合わせ】

MSAでは、無料セミナーを開催しています。内部監査員講習
会は、ISO 9001/14001：2015 年版の理解と活用を図ってい
ただくため、今後も継続して開催いたします。また、ISO/IEC 
27001/ 27017(ISMS 情報 /クラウドセキュリティ)に加え、現
在、注目されているISO 45001( 労働安全衛生 )のセミナー
については、右表のように全国 11カ所で説明会を開催する
予定です。さらに、ISO 55000シリーズの規格内容について
ご理解いただくため、ISO 55000/ 55001/ 55002 の 3つの規

■ ISO 45001（労働安全衛生）
名古屋 2018 年 2月 6日（火）
東 京 2018 年 2月 8日（木）
大 阪 2018 年 2月 14 日（水）
福 岡 2018 年 2月 15 日（木）
札 幌 2018 年 2月 19 日（月）
津 2018 年 2月 27 日（火）
新 潟 2018 年 3月 8日（木）
仙 台 2018 年 3月 12 日（月）
福 井 2018 年 3月 22 日（木）
石 川 2018 年 3月 23 日（金）
富 山 2018 年 3月 23 日（金）

■ 内部監査員講習会
大 阪 2018 年 2月 8日（木）  2018 年 3月 8日（木）
東 京 2018 年 2月 28 日（水） 2018 年 3月 20 日（火）

■ ISO 55000 シリーズ（アセット）
東 京 2018 年 1月 31 日（水） 2018 年 3月 13 日（火）

■ ISO/IEC 27001（ISMS 情報セキュリティ）
東 京 2018 年 2月 9日（金）

■ ISO/IEC 27017（ISMS クラウドセキュリティ）
東 京 2018 年 3月 8日（木）

格に関するセミナーを開始しました。詳しくは、MSAのホー
ムページをご覧ください。皆様のご参加をお待ちしております。

MSAだより 2018 年 1月




